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概要 

地球温暖化が進んでいる中で、将来、人間が地球(だけ)で暮らしていくのは難し

いかもしれない。 

そこで、現状でのテラフォーミングの実現性を確かめ、一つの解決策になるかど

うかを検証した。 

結論として、テラフォーミングの実現性が低い(時間がかかりすぎる)ため、別の

解決策として、現在の地球の状態を知り、これから地球にやさしく、人にやさしく

していくことが大切だとわかった。 

そのため、テラフォーミングは不必要だということもわかった。 

 

1．では、わからない人のために簡単にテラフォーミングについて記した 

 

2．では、火星と地球について比較をし、類似点と相違点をあげた。 

 

3．では、火星に住むための条件を５つあげ、それら 5 つが現状どこまで、でき

ていて、足りない部分や可能な部分は補えるのかを確かめ、5 つの条件をどこまで

行えるのかを記した。 

 

4．では、地球と火星の食糧について記した。地球では、これからも同じ量の食糧

を供給できるのか、火星では、まず食糧自体育つ環境なのかなどを調べ記した。 

 

5．では、火星に移住できたとして、火星での環境をどのようにしていくのが人類

の恒常的移住につながるのかを記した。 

 

6．では、地球温暖化を今後、削減削減していけるのかについてと、火星に行くだ
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けにかかる費用を算出して、地球温暖化削減に務めたほうがいいのか、テラフォー

ミングに務めたほうがいいのか比較してみた。 

 

7．では、環境被害について調べ、地球が人類に死に直結するような被害を与えて

いるのか、どのような内容の被害が出ているのかを細かく記した。 
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1. テラフォーミングの定義 

 

2. 火星と地球 

 

3. 火星に住むための条件 

 

3.1 表面温度の上昇 

 

3.2 大気圧の増加 

 

3.3 海の形成 

 

3.4 酸素・二酸化炭素の生成 

 

3.5 大気組成の最適化(地球と同じように)  

 

3.6 紫外線照射の削減 

 

4．食糧から見る火星移住 

 

表 2 要因分解結果(自給率のところのみを抜粋)[廣瀬 16] 

 

5．将来的な火星 

 

6．地球温暖化と費用 
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6-1 打ち上げ費用 

 

6-2 移動費用 

 

6-3 住宅費用 

 

6-4 生活費 

 

7．環境被害 

表３ 感染症と寄生虫疾患 [浅見 18] 

 

表４ 非感染性疾患 [浅見 18] 

 

表 5 非意図的障害[浅見 18] 

 

表 6 意図的な傷害[浅見 18] 

 

表 7 主な部門と主要な予防機会の関連 

 

8．結論 
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